
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「ミラノ・コルティナ 2026冬季オリンピック」が、先日開幕しました。今月の「企画展示」は、それ

にちなんで、「冬季オリンピックとイタリア」にしました。冬季オリンピックで活躍した選手のエッセイ、

各競技の解説本、イタリアの歴史や文化などに関する本を展示しています。今回の「企画展示」が、今

年度最後となります。ぜひ来館ください。 

さて、二人の図書委員に、今回の展示本から興味のある本を選んでもらいました。彼らが選んだのは、

中橋恵・森まゆみ『イタリアの小さな村へ』（新潮社、2018年）、宮下規久朗『ヴェネツィア』（岩波新書、

2016年）です。その本を選んだ理由を尋ねたところ、「イタリアの地域文化がおもしろそうだから」と、

一人の委員が答えました。地域の多様性に富むイタリアの歴史的・文化的背景を踏まえると、鋭い指摘

だと思います。皆さん、図書委員のおすすめ本を読んでみてはいかがでしょうか。 

 前号の「図書館通信」で、今井むつみ・秋田喜美『言語の本質 ことばはどう生ま 

れ、進化したか』（中公新書、2023年）を紹介しました。やや専門的な内容を含んで 

いるこの本は、難しく感じられるかもしれません。著者の一人である今井むつみさ 

んは、「ちくま Qブックス」シリーズの一冊として、『ＡＩにはない「思考力」の身 

につけ方』（筑摩書房、2024年）を著しています。本書は、『言語の本質』の要点に 

ついて、中高生向けに分かりやすく解説しています。その中で、「変化の激しい社会」 

においては、「思考力」、つまり、「知識を使って、推論し、問題を解決する力」が求 

められると、著者は言います。「推論」する力を養うためには、「記憶の中に存在す 

る、問題解決に必要なことばや概念にアクセスし、素早く取り出せる」「情報処理能 

力」と、自分の「思考をコントロールする」「実行機能」とを鍛えることが大切。「す

でに持っていることばの知識を使い、新しいことばの意味を考える練習」を繰り返すことで、「情報処理

能力」や「実行機能」はさらに向上するとのことです。このような「思考力」は「生きた知識」として

の「ことば」に支えられるとのことですが、そうした「生きた知識をつくるための一番手軽なツール」

が読書と論じます。読書の意義も明確にされている本書をぜひ通読してください。 

 大学での著者の最終講義をまとめた『人生の大問題と正しく向き合うための認知心理学』（日経プレミ

アシリーズ、2025年）もおすすめの一冊です。 
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2 月 27 日（金）の 12 時 30 分頃から、「DVD 上映会」が開催されます。皆さん、ぜひご予定ください。 


